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栃木農試研報�j20（1975）

トマトの越冬長期栽培における着果ホルモン剤

　　　　　　　　　の処理と花令の関係

　　　　川里　

宏・矢板孝晴

　　　　1　緒　　　　言

　トマトの着果ホルモソ剤については19乙0

年代より米国において研究が進められ，実用化

　　　　　　　7，21）

がはかられてきた．　　我が国においても戦後，

P　C　A，2，4−Dなどについて効果が確認され

“�g隣当時の早鰍培力、ら現在の．、ウス

栽培にいたるまで不良条件下における着果安定

対策として広く普及されている．

　当然のことながら着果ホルモン剤の利用上，

処理濃度と共に対象となる花令が問題になる，

　この点については多くの報告があり，つぼみ

　　　　　　　　〜8）

については障害が多く　　，開花当日から開花

4日後くらいまでが処理適期であるとされてい

岩』属2、22）

　しかしこれらの試験の多くは春期を中心に行

なわれており，栽培時期が早まり秋から引き続

いて開花する作型での処理適令は既往の報告と

多少異なるものと考えられる。低温期のホルモ

ン処理は開花後遅いほどよいとする考え方はあ

るが，1蔦糀令との関係棚ら旅した報舗

少ない．

　この報告は越冬長期栽培トマトを対象として

着果ホルモン処理と花令の関係を検討し空どう

果防止対策に関して考察を加えたものである．

　　　　∬　材料及び方法

　1975年度及び1974年度とも供試品種

は大型瑞光で8月1日には種し約50日問の育

苗ののち，うね幅2窺株間45�pの二条植とし

　　　　　　　　　　　　　　　　一1

て定植し生長に応じて数回つる下げを行ない，

それぞれ第i5，第12花房で摘心した。施肥

は年度により多少異なったがおおむね窒素5．0，

リン酸60，カリ5。Okg／aを基肥と追肥で施

用した．

　1975年度はガラス室で栽培し着果ホルモ

ン剤処理区として12株，無処理区として8株，

1974年度はビニルハウスで処理株として

20株を供試した。各花房は4〜5花に制限し

花弁が水平に展開した時を開花とし，開花後の

日数で花令を表わした。果実調査は各花房ごと

に着色期に達した時，一せいに行い種子数は

果実の横断面（片側）に表われたねん実種子数

をもって示した．

　空どう果発生は横断面で判定し，空げき無し

を0，極多を5とする6段階の指数で示した．

　花粉の発芽調査は寒天1％市販上白糖15％

ほう酸60p　pm，pH6．0前後の培地〔25

℃で20時間）を用い，5花についてそれぞれ

約500粒を調査した．着果ホルモン剤として

はトマトトーンζP　C　A　Oj5％含有．石原産

業）　100倍液を浸せき法で用いた．

　　　　　皿　結　　　　果

　　1．着果率と果重に及ぽす花令の影響

　　着果ホルモン剤曳トマトトーン100倍液，

　以下ホルモン処理と略記）を使用しない状態で

　の花房別着果率曳50g以上の果実）は第1，

　2花房を除いて低かった．1果重も第一花房を

01一

�





